
洗浄ソニック酵素とﾀﾞｲﾚｸｼｮﾝＥＸＶ洗浄器の洗浄効果の報告 
汚染器材を洗わず、血液付着のままそれぞれの容器に浸漬してＥＸＶ洗浄器にて超音波洗浄を行う。 

 
ヒツジ全血液を疑似的汚れとしてインスツルメント、シザー、ダイヤバーに付着させて2日間常温放置ることで汚染器材とした。 

ダイレクションＥＸＶ洗浄器専用のソニック酵素を大きさの違うガラス容器2ケと市販品の５００ｃｃペットボトルの上部を切り落としたそ

れぞれの容器に希釈したソニック酵素を作りＰＨを計測。水温が４０度のお湯でソニック酵素を希釈しますとより効果的です。 

 汚染器材を洗わず、血液付着のままそれぞれの容器に浸漬してＥＸＶ洗浄器にて超音波洗浄を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2倍希釈液の酵素のＰＨを計測：１１．７６ 
30倍希釈液の酵素のＰＨを計測：１０．５６ 

それぞれの容器汚染器材を浸漬してＥＸＶ洗浄を行う。

洗浄時間は2倍希釈は5分間、30倍希釈は10分間以上

行う 

2倍希釈 30倍希釈 

ＥＸＶ洗浄中の写真 
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洗浄後 
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①ＥＸＶ専用ソニック酵素の特徴：廃棄のタイミングを色の変化で確認できます。 

青色から黄色に変化したら液の交換を行います。 

②準備した容器の中の酵素希釈液にヒツジ全血液を故意に入れて色の変化を確認する。 

廃棄する色に変化した酵素のＰＨの計測を行う。 

2倍希釈 

②廃棄する色に変化した2倍希釈液の   

酵素のＰＨを計測：８．０５ 

 

廃棄色の酵素とEXV-N3を併用しての洗浄力テスト 

それぞれの容器に全ヒツジ血液を入れて廃棄する色に変

化した酵素に汚染器材を浸漬してＥＸＶ洗浄を行う。 

洗浄時間は2倍希釈は5分間、30倍希釈は15分間行う 

②廃棄する色に変化した30倍希釈液

の  酵素のＰＨを計測：８．０１ 

 

①廃棄する色に変化 

ＥＸＶ洗浄中の写真 廃棄する色に変化した酵素でさらに洗浄を行い

洗浄効果の確認 

③青色の希釈酵素で行った洗浄方法と同様に黄色の廃棄色に変化した酵素でインスツルメントとバー等の汚染器材をＥ

ＸＶ洗浄器で洗浄を行う。(通常は廃棄色で洗浄は行わない） 再度酵素のＰＨを計測する。   ＰＨ7.93を示す。 

③が終了したあと、廃棄色の酵素でさらに残ったインスツルメントとバー等のすべての汚染器材をＥＸＶ洗浄後 

３Ｍ Ｃｌｅａｎ Ｔｒａｃｅでスラブチェックを行い、洗浄効果を確認する。 

30倍希

再度廃棄する色に変化した30

倍希釈液で洗浄を行い 

酵素のＰＨを計測：７．９３ 

 

洗浄ソニック酵素液の交換時のＰＨデーター：交換時にＰＨ８で弱アルカリの状態で洗浄効果が残っておりますので  

排水時に配管へのダメージが無くパイプクリーナーとしての効果が得られながら廃棄で出来ます。弱アルカリですので  

錆びを呼ばずに最後まで有効的にご使用いただける洗浄酵素液です。 
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